
き
の
進
歩
と
云
ふ
可
く
同
校
日
本
登
科
の
本
年
に
於
け
る
特
長
と
云
ふ
可
し

次
で
花
鳥
山
水
は
尚
幾
多
の
習
練
を
要
す

日
本
霊
成
績
の
観
覧
を
終
り

彫
刻
室
に
母
か
る
坪
敷
約
四
十
入
口
右
方
大
姿
見
に
添
ふ
一
脚
の
テ
ー

プ
ル
あ
り
主
任
赦
授
の
席
と
す
妓
に
有
髯
肥
渦
せ
る
一
見
温
厚
年
輩
五
十

二
三
の
数
授
裕
に
シ
ガ
レ
ッ
ト
を
ふ
か
し
憩
ふ
別
人
な
ら
ぬ
高
村
光
雲
氏

な
り
数
室
の
中
央
に
花
を
手
に
せ
る
少
女
と
年
頃
十
八
九
と
も
見
ゆ
る
裸

鉢
の
美
人
あ
り
共
に
高
サ
四
尺
同
氏
の
説
明
に
依
れ
ば
雨
者
共
塑
造
卒

業
製
作
に
し
て
尚
ほ
二
個
は
仕
上
中
な
り
と
尚
ほ
北
面
し
て
左
手
書
籍
を

持
し
右
手
を
胸
邊
に
幣
し
て
直
立
す
る
は
種
痘
の
成
功
者
ゼ
ソ
ナ
ー
氏
銅
像

の
原
型
に
し
て
材
は
檜
を
用
ひ
サ
ビ
漆
を
加
へ
し
も
の
大
さ
質
物
以
上
に

〔原
型
雄
型
ヵ
〕

し
て
原
型
を
除
き
製
作
日
敷
四
ヶ
月
を
要
せ
し
由
氏
は
我
國
彫
刻
の
盛
衰

に
は
説
明
甚
だ
親
切
な
り
か
4

る
教
授
に
数
を
受
く
る
學
生
こ
そ
幸
輻
も

亦
大
な
る
可
し
高
村
氏
の
数
室
を
僻
し
て
黒
岩
君
の
搬
任
せ
る
新
入
生
六

十
六
名
の
原
型
講
習
作
業
を
一
見
致
し
候
へ
ど
も
追
々
に
御
報
可
仕
候
（
北

垣
静
慮
氏
書
信
の
一
節
文
〔
文
芽
の
略
力
〕
）

（
明
治
三
十
六
年
六
月
二
日
『
京
都
日
出
新
聞
』
）

⑦

図
画
教
授
法
講
習
会
お
よ
び
木
炭
画
・
鉛
筆
画
講
習
会

・
図
画
教
育
会

明
治
三
十
五
年
発
足
の
図
画
取
調
委
員
会
の
活
動
に
付
随
し
て
、
同
三
十
六

年
の
夏
に
は
本
校
に
於
て
文
部
省
図
画
教
授
法
講
習
会
が
三
週
間
に
亙
っ
て
開

催
さ
れ
、
こ
れ
と
併
せ
て
本
校
主
催
の
木
炭
画
、
鉛
箪
画
講
習
会
が
開
か
れ

て
、
全
国
の
中
等
学
校
か
ら
多
数
の
教
員
が
参
集
し
た
（
本
害
218
頁
記
事
参
照
）
。

こ
こ
に
図
画
教
育
研
究
の
気
運
が
高
ま
り
、
右
講
習
会
終
了
後
、
出
席
者
た
ち

に
よ
っ
て
図
画
教
育
会
が
結
成
さ
れ
た
。

は
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
。
同
会
の
会
員
は
は
じ
め
は
三
百
名
ほ
ど
で
あ
っ
た

が
、
の
ち
に
六
百
名
の
多
き
に
逹
し
、
各
地
に
支
部
が
置
か
れ
た
。
学
校
単
位

の
入
会
も
あ
っ
た
。
後
出
「
明
治
四
十
四
年
再
調
会
員
宿
所
録
」
に
よ
れ
ば
会

員
総
数
五
七
六
名
、
う
ち
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
が
二
七

・
六
％
を
占
め

て
い

る
。
木
元
平
太
郎
、
岡
田
秀
、
鵜
川
俊
三
郎
、
柿
山
蕃
雄
ら
は
委
員
と
し
て
会

の
運
営
に
つ
と
め
た
。
同
会
の
事
業
の
中
心
は
教
科
書
編
纂
で
、
明
治
三
十
七

年
に
は
中
学
図
画
教
科
書
（
十
二
冊
）
、
高
等
女
学
校
図
画
教
科
書
（
五
冊
）
、
図

学
教
科
書
（
四
冊
）
を
、
同
四
十

一
年
に
は
中
学
図
画
教
科
書
お
よ
び
高
等
女
学

校
図
画
教
科
書
の
改
訂
版
を
編
集
し
、
鐘
美
堂
、
北
村
粛
店
、
明
治
図
書
等
か

ら
発
行
。
売
れ
行
き
良
く
、
そ
の
収
益
を
以
て
会
の
活
動
を
続
け
た
が
、
教
科

書
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
内
部
に
対
立
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
大
正
四
年
に

解
散
し
た
。

『図画教育』第 1号

図
画
教
育
会
の
会
長
に
は
正
木
直
彦
が
就
任
し
、
白
浜
徴
が
幹
事
と
な
り
、

事
務
所
は
本
校
内
に
置
か
れ
た
。

『
図
画
教
育
』
（
明
治
三
十
六
年
十
二
月
創
刊
）
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明
治
三
十
六
年
の
事
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
美
術
學
校
で
日
光
へ
修
學
旅
行

(222
頁
参
照
）

明
治
三
十
七
年
以
降
編
纂
関
係
書
類

明
治
四
十
四
年
ョ
リ
庶
務
書
類

同

支

部

書

類

明
治
四
十
四
年
四
月
再
調
会
員
宿
所
録

な
お
、
同
会
に
つ
い
て
は
外
に
次
の
よ
う
な
参
考
資
料
な
い
し
研
究
書
が
あ

る。

『
図
画
教
育
』
第
一
号
＼
第
二
十
一
号
（
明
治
一
二
十
六
年
＼
同
四
十
五
年
）
東

京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
第
八
号
、
第
十
八
号
欠
）

『
随
想
録
』
岩
田
倦
太
郎
著
（
昭
和
六
年
）

「
続

・
日
本
の
近
代
美
術
教
育
史
」
三
ー
六
。
金
子
一
夫
著
。
『
美
育
文

化
』
第
二
十
七
巻
第
八
号

1
十
一
号
（
昭
和
五
十
二
年
。

美
育
文
化
協
会
編
集
部
）

⑧

日
光
修
学
旅
行

本

年

十

月

の

日

光

修

学

旅

行

は

愉

快

な

旅

行

で

あ

っ

た

ら

し

い
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
二
号
の
「
日
光
は
が
き
だ
よ

り
」
に
寄
せ
ら
れ
た
各
科
生
徒
の
感
想
に
も
そ
れ
が
よ
く
現
れ
て
い
る
が
、
正

木
直
彦
も
次
の
よ
う
な
風
流
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。

同

同

同

同

同

同

図
画
教
育
会

一
冊

同
会
は
本
校
と
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
た
め
、
東
京
芸
術
大
学
美
術

学
部
に
は
同
会
に
関
す
る
左
記
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

を
し
た
事
が
あ
る
。
此
の
時
、
日
本
聾
の
方
で
は
川
端
玉
―章
、
荒
木
寛
畝
と

云
っ
た
老
大
家
の
外
に
、
寺
崎
廣
業
が
付
い
て
行
っ
た
。

さ
て
、
湯
元
の
宿
に
泊
つ
て
、
晩
飯
に
一
杯
飲
む
と
廣
業
は
急
に
元
氣
が

出
て
来
た
。
見
る
と
そ
の
家
の
唐
紙
が
張
替
へ
た
ば
か
り
で
、
上
の
小
壁
ま

で
ず
ー
つ
と
白
く
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
見
て
ゐ
る
中
、
勃
然
と
し
て
粛
心

起
り
、

『
一
っ

‘
や
ら
う
か
／．
』

と
云
つ
て
、
學
生
に
墨
を
磨
ら
せ
る
と
、
廣
い
唐
紙
か
ら
小
壁
に
績
け
て
、

そ
れ
へ
廣
業
が
一
氣
に
大
き
な
山
水
を
描
い
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
寛
畝
さ

ん
が
秋
の
事
だ
っ
た
の
で
紅
葉
を
描
き
、
玉
章
が
水
を
描
く
ー
と
云
っ
た
エ

合
で
見
る
間
に
偉
い
も
の
が
出
来
て
し
ま
っ
た
。

〔
あ
わ
て
〕

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
見
て
吃
驚
し
た
の
は
宿
の
女
中
で
、
周
章
て
主
人
に

注
進
し
た
。
主
人
も
駕
い
て
其
場
に
現
れ
、

『
折
角
張
っ
た
ば
か
り
の
唐
紙
を
、
こ
ん
な
に
汚
さ
れ
て
し
ま
つ
て
…
…
困

っ
た
こ
と
に
な
っ
た
…
…
。』

そ
ら
と
ぽ

と
澁
面
つ
く
つ
て
苦
情
を
云
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
廣
業
は
、
空
呆
け
て
、

『
い
や
、
そ
れ
は
氣
の
毒
な
事
を
し
た
。
で
は
、
も
う
一
度
張
替
へ
さ
せ
て

上
げ
よ
う
。
…
…
』

と
云
つ
て
笑
っ
て
ゐ
た
。
其
時
、
宿
の
主
人
を
廊
下
に
連
れ
出
し
て
何
か

さ
い
ぜ
ん

耳
打
を
し
た
者
が
あ
っ
た
。
す
る
と
、
間
も
な
く
、
主
人
が
最
前
と
は
打
つ

て
嬰
つ
て
、
袴
ま
で
穿
い
て
現
れ
、
座
に
現
れ
て
平
謝
り
に
あ
や
ま
っ
た

が
、
今
度
は
番
頭
に
、
績
々
張
り
た
て
の
唐
紙
を
運
ば
せ
て
来
て
、

『
ど
う
ぞ
、
此
慮
に
も
未
だ
張
替
へ
た
ば
か
り
の
が
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、
よ

ろ
し
か
っ
た
ら
何
な
り
と
お
描
き
下
さ
る
や
う
願
ひ
上
げ
ま
す
。
』
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